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道立高等学校長庁内公募 （ 中間 ・ 期末 ） 報告

学校（所属）名 職 名 氏 名 年齢 公募校長としての着任年月日

北海道阿寒高等学校 校 長 吉 田 光 利 61 令和４年４月１日

１ これまで取り組んできた改革

『学校存続のため、入学生２０名以上の確保』→『学校の魅力化UPと地域へのPRの推進』
○現状把握
・入学者数の推移・内訳、在校生の状況、学校評価、地域や関係者の声

３年連続で入学生２０名未満(阿寒地区１／３)、特に１学年は１０名（阿寒地区２名）
○学校存続に向けた方向性の確認
・校長としての方針の説明・浸透（４月）
・校内研修会で職員と課題・意見等の共有（５月）

○本校の現状と魅力化の周知 ＊ポイント→阿寒地区と旧釧路地区の二本立て
★阿寒地区には【地元でも夢を叶えることができる学校】
★旧釧路市には【多様な悩み課題を抱えた生徒に手厚いサポートができる学校】
★共通して【大自然に囲まれた小規模校だからできる教育】を PR
・釧路管内の中・高・特校長連絡協議会にて説明（６月）
・校長が直接市内の全中学校を訪問し生徒・保護者・職員等へ説明（６～１０月）
・阿寒小中 CS協議会にて説明（７月）
・地元の各種行事（夏祭り・神社例大祭等）で学校を PR（７～９月）
・釧路市の不登校教室（青空学級・ふれあい学級）を訪問し情報共有（９月）

２ 進捗状況及び成果

『新スタイルでの体験入学会の開催』（８／３０）
○新たな取り組み
・同窓会から送迎バス費用の支援
・在校生の授業風景を見学（生の学校の様子を公開）
・遠隔授業を実際に体験（T-baseから特別授業を配信）

○参加状況
・参加生徒４９名（昨年２６名）↑約２倍

『令和５年度入学予定者２０名以上を確保』
○入学予定者２３名（昨年１０名）
・阿寒地区１２名（昨年２名）、旧釧路市１１名（昨年８名）

３ 課題及び解決に向けた方策

『大きな課題の一つが高額なバス通学費の負担であることを再確認』
○バス通学費負担軽減に向け
・釧路市への陳情を目指し、学校評議員会にて現状の説明と協力の依頼（５月）
・同窓会・PTA及び阿寒行政センター等、地域の関係者と課題の共有と連携を強化（５～８月）

『釧路市長へ要望書を提出』（８／２９）
○各関係者のご尽力のお陰で実現
・PTA会長・同窓会長・学校評議員代表・校長で訪問
・市長・教育長・教育部長・総合政策部長等他、総勢１０名以上で対応

○阿寒高校の現状と魅力化についてプレゼンし、存続について理解と協力を要望
阿寒高校の存続は、釧路市の方針として継続していくとの回答

○バス通学費負担軽減へ向けたシミュレーションを提案し、理解と支援を要望
釧路市が「遠距離通学生への補助」として支援を決定（３月市議会）

４ 成果と課題を踏まえた今後の取組予定

『阿寒高校でしかできない教育の実現、２０名以上の入学生の継続』
○地域・市内中学校等との更なる連携→釧路市外の中学校にも訪問予定
○教育課程や内規等の見直し→阿寒高校ならではの教育の実現に向け（３月に校内研修会を実施）
○働き方改革推進校として→「生徒にも教職員にもやさしい学校」を目指す

『今、目の前にいる生徒一人一人を真に大切にすることが、学校存続に向け最も大切なことである』


